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WebClassを本格的に利用できるのは学期の 3分の 1が経過してからというのは，利用価値を低める。 
 
（iii）画面を通じて出席管理の必要事項（登録可能な期間，パスワードの設定など）を入力する手
順がわかりにくい。 
 
（iv）出席情報を右側のウィンドウで修正したあと，左側の一覧表が最初の履修生の行から再開し
てしまう。履修生が多くて画面に一度に映らない場合，左側の画面をそのたびにスクロールさせな
ければならず，使い勝手が悪い。 
 
（v）「出席点」という誤解を生みやすい点数が記録され，学生は成績評価にこの点数が反映されるも
のと思い込んでしまう。しかも，その「出席点」は，「未解答」〔なぜ「未回答」でないのか？〕お
よび「0」から「10」までの 11段階になっている。点数の理由区分は「出席」「欠席」「遅刻」「早退」
「病欠」「公欠」「交通機関の遅れ」「アリバイ証明不可能」「システムトラブル」「その他」が根拠と
なっているが，それぞれの点数との連携の仕組みがさっぱり理解できない。点数を「10」に，理由
を「欠席」と修正しても，出欠の記録には「10」すなわち「出席」として反映されてしまう。 
